
東 北学 院 震 災 復興 対 策 委 員 会(第16回)次 第

日時:平 成23年11月16日(水)常 務理事会終了後

場所:土 樋キャンパス1号 館6階 会議室

委員:平 河内理事長(委 員長)・ 星宮学院長(副 委員長)宮 城総務担当常任理事

関谷財務担当常任理事 ・柴田人事担当常任理事 ・高橋法人事務局長 ・斎藤学務担当副学長

高木法学部長 ・永井中学校 ・高等学校長 ・久能榴ケ岡高等学校長 ・日野総務部長 ・高橋財

務部長 ・佐々木施設部長 ・佐藤庶務部長 ・斎藤庶務課長 ・若生人事課長 ・駒板財務課長

陪席:那 須監事

黙祷 委員長 平河内 健治

協 議 事 項 ペ ー ジ

1、 前 回 議 事 録 確 認 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …1

2、 キ リス ト教学校教育同盟関東地区か らの義援金の配分 につ いて ・・・・…2～4

3、 平 成23年 度私立大学経常 費補助金

「学費減免 に対す る経常 費補助」 につ いて(報 告 とお願 い)・ ・・・…5～7

4、 東 日本大震災 によ り被害 を受 けた私立学校施設 の

復 旧に係 る事業計画の提 出につ いて(依 頼)・ …8～9

5、 そ の他



第15回 東北学 院震災復興対策委員会議事録

日 時:平 成23年10月19日(水)14:40～15:20

場 所:1号 館6階 会議室

出席委員:平 河内健治 星宮 望 宮城光信 関谷 登 柴田良孝 齋藤 誠 高木龍一郎

永井英司 久能隆博 高橋清昭、佐藤範明 高橋秀悦 日野 哲 佐々木文彦

斎藤英夫 若生克義 駒板高明 以上17名

陪 席:那 須和 良(監 事)

協議事項

1.前回第14回 議事録確認 委員会終了時までに確認いただき、承認された。

2.主 た る家計維持者が死亡 または行方不明の場合の入学金のみ(諸 会費負担金免除)で 入学で

きる方法の検討

説明:高 橋財務部長 別紙資料に基づ き、今回の大震災で主たる家計維持者が死亡 または行

方不明の場合 に限 り、入学金のみの納入で入学が可能にすることによ り、入学手続き時の経

済的負担を軽減 し、入学者増 につなげたいとの説明があ り、この ことに伴 う関連規程 「東 日

本大震災被災学生に対する救済措置 に関する規程」及び 「東北学院大学東 日本大震災緊急給

付奨学金規程」の一部改正が別紙の とお り承認された。また、代理徴収 している諸会費にっ

いては、学長よ り各代表者宛 に免除の要請を行 うことも併せて承認された。

また、中学校 ・高等学校及び榴ケ岡高等学校 については今後検討する ことした。

3.東 日本大震災学生支援措置の取扱 いに係る確認事項(学 生納付金関係を中心 に)

説明:高 橋財務部長 別紙資料に基づき説明があ り、平成23年 度学生納付金の東 日本大震

災関連特別措置の廃止項 目と、平成24年 度に継続実施項 目についての確認がなされ承認さ

れた。

4.そ の他 な し

以 上
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関東地区加盟中学校高等学校校長殿

2011年10月1日

関東地区常置委員会

立教女学院 平塚敬一

玉川聖学院 水口 洋

フェリス女学院 田部井善郎

「東北大震災による被災生徒支援」募金のご報告

主の御名 を賛美 いた します。

3月11日 に起 きた東 日本大震災 は、広範 囲にわたる地域で想像 を絶す るよ うな被

害 を与え ま した。福 島 の原発事故 をはじめ と して 、その影響 は今 も続 いて い ます。 こ

の よ うな状況 のなか で、 すで にお 伝え した よ うに、キ リス ト教学校教 育 同盟加 盟の東

北地 区各校 に在 学す る生 徒、 と りわ け保護者が亡 くなる等の事情で キ リス ト教 学校 に

在 籍す る ことの困難 な生 徒の ご家 庭 を支援す る ことを 目的 とした 関東地 区各校 か らの

募 金活 動 を行 いま したが 、各校 の多 くの保護者 の方 々に ご協力 をいただ いた ことを感

謝 いた します。

キ リス ト教学校 に学 ん で いる生徒 を関東地 区のキ リス ト教学校(44校)が 何 とか援

助 したい との思 いで 、同 じキ リス ト教学校 に生徒 を学 ばせ て いる保護 者 と して支,.す

るた めの募 金 をお願 い しま したが 、 同盟校 の連帯意識 を保護者 の方 々 にも持 って いた

だ けた ことと思 い ます。 設 定 され た締切の9月 末 日現在 で、7.411.986円(20校)

の募金 が集 まってお ります。

な お、各校 の学 校行 事 等 の 日程 のた め に、10月 に入金 をいた だ いた学校 もあ り、

目標 の1000万 円 に届 く金額が入 金 されて お ります。現状 を ご報 告す る と共 に、開設

されて い る口座 は、 しば らく継続 させて いきたい と思 ってお ります ので、 引き続 きご

支 援 をお願 いいた します 。

この募金 は、同盟 の関 東地 区協議会か ら東北地区 に贈 る と共 に、東 北地区 の中高で

用 いて いた だ くよ うに、事 務手続 きをいた します。 とりあえず、 中間報告 をさせてい

た だ くと共 に、 ご協 力 を心 か ら感謝 いた します。
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2011年11月8日

東北学院中学校 ・高等学校

校長 永 井 英 司 様

キリスト教学校教育同盟

東北 ・北海道地区協議会

代表理事 星 宮望

キリスト教学校教育同盟関東地区からの義援金の配分について(ご 報告)

ご恩寵の もとますます ご清祥の こととお慶び申し上げます。

先 日は・校 務 ご多忙 の折、キ リス ト教学校教 育同盟関東地区か らの義援金の配分 に関す

る打ち合わせ会 に ご出席 いただき ありが とうございま した。お かげさまで有意義な意見交

換 がなされ 、さ らに義援金の配分基準 について結論を得 ることができました こと感謝 申 し

上 げます。

このたび、去 る11月2日(水)の 打 ち合わせ会の議事録が完成 しましたのでお送 りい

た します・今 回・関東地区協議会よ り送 られる義援金総額は1千 万円とな ります。先 日決

定 いた しま した配分基準 によ り、下記の とお り配分させていただきますので、よろしくお

願 い申 し上 げます・今後、東北 ・北海道地区協議会では、各学校の送金窓 口担 当者 と振込

先 口座等連絡 を取 り、すみやかに手続きを進めて まい りたいと思 いますので、 どうぞ よろ

しくお願 い申 し上げます。

なお・ ご不 明な点な どございましたら、下記事務局まで ご連絡 をお願いいた します。

記

〔関東地区協議会からの義援金に関する配分基準〕

1・ 義援金総額の2分 の1の 金額 について・① 宮城学院中学校 、②宮城学院高等学校、③

尚綱学院中学校・④ 尚綱学院高等学校、⑤東北学院中学校、⑥東北学院高等学校、⑦東

北学院榴ケ岡高等学校の以上7校 に対 して、それぞれ7分 の1を 配分する。

学 校 名 金額(円) 割合(%)

1 宮城学院中学校 714,300 14,286

2 宮城学院高等学校 714,300 14,286

3 尚綱学院中学校 714,300 14,286
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4 尚綱学院高等学校 714,300 14,286

5 東北学院中学校 714,250 14,286

6 東北学院高等学校 714,250 14,286

7 東北学院榴ケ岡高等学校 714,300 14,286

合 計(円) 5,000,000 100,002

※割合の端'"0.002%に ついて、今回、東北学院中学校、東北学院高等学校よ り各50円 を

減 じて調整 した。

2.義 援金総額の残 りの2分 の1の 金額について、2011年11月1日 現在で各学校か

ら届 出のあった 「東 日本大震災で被災 した生徒の数」 によ り、全体 を100%と した割

合で配分する。

( 学 校 名 金額(円) 割合(%)

1 宮城学院中学校 ・高等学校 750,000 15.0

2 尚綱学院中学校 ・高等学校 775,000 15.5

3 東北学院中学校 ・高等学校 2,680,000 53.6

4 東北学院榴ケ岡高等学校 795,000 15.9

合 計(円) 5,000,000 100.0

3.上 記1.と2.で 得 られた金額を合算 した金額が送金総額 となる。

ζ

学 校 名 金額(円)

1 宮城学院中学校 ・高等学校 2,178,600

2 尚綱学院中学校 ・高等学校 2,203,600

3 東北学院中学校 ・高等学校 4,108,500

4 東北学院榴ケ岡高等学校 1,509,300

合 計(円) 10,000,000

※義援金を送金する際に発生することが予想される銀行振込手数料については、送金総額

から銀行振込手数料を差し引いて送金を行う。

〔本 件 問い合 わせ 先〕

東 北 ・北海道 地 区協議 会 事務 局

(東北 学院庶 務部 庶務 課)

TELO22-264-6464FAXO22-264-6458

E-mail:mo
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東 北学 院震災復 興対策委 員会(2011.11.16)

財務部長

高橋 秀悦

平成23年 度 私立大学等経常費補助金 「学費減免に対す る経常費助成」 について

(報告 とお願 い)

報告1

別紙 「私立大学等経常費補助金 「学費減免に対す る経常費助成」(東 日本大震災の被災学

生を対象 とした授業料減免 と給付奨学金)」 を学生課で作成 し、学長室事務課 に確認の上、

庶務課か ら日本私立学校振興 ・共済事業団に11月7日(月)ま でに提出

授業料減免:対 象学生数1,814名 金額4億8,893万4,000円

給付奨学金:対 象学生数1,974名 金額2億2,175万 円

合計:対 象学生数3,788名 金額7億1,068万4,000円

平 成23年5月1日 現 在 の学生数(大 学 院を含 む)12,343名

授 業料 減免:対 象学 生14.70%

給 付奨学 金:対 象学 生15.99%

上記学生は、平成23年10月15日 までの受付分(罹 災証明書申請中のもの ・被災の程度

について再 申請中(ほ とん どが一部損壊か ら半壊へ の再申請)の もの等を含む)で あるこ

とか ら、補助金確定の際には、減額の可能性があ り、補助金に返還 を求め られることも予

想される。

報告2

上記 に係る受付は、平成23年10月15日 分(罹 災証明書 申請中のもの ・再申請中のものを

含 む)ま で とする。罹災証明書申請中のもの ・再申請中のものにお いては、原則 として平

成23年12月28日 までに罹災証明書を学生課 に提出す るものとする。

お願 い

上記 に係 る補 助金 見込 み額 は、

授 業料減 免:3億2,595万6,000円

給 付奨学 金:1億4,783万3,000円

合 計:4億7,378万9,000円

(本 学負担 分1億6,297万8,000円)

(本 学負担 分7,391万7,000円)

(本 学負担 分2億3,689万5,000円)

この事業に係る補助金の予算総額は、34億 円なので、本学への給付割合は、13.94%と なる。

本学への補助が14%と 大きな割合を占めることにな り、 この事業に係る補助金 の予算総額

の不足も心配 され る。理事長、学長、常任理事 においては、文部科学省、私学事業団、私

大連等への陳情をお願いした い。
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平成23年 度

様式22

私立大学等経常費補助金 「学費減免に対する経常費助成」
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平成23年 度

様式22

私立大学等経常費補助金 「学費減免に対する経常費助成」

(平 成23年4月1日 ～ 平成24年3月31日)

i
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(様式)

災害復旧事業予定調書

(都道府県名) (単位:千 円)

(注)

・津波により甚大な被害を受け、地域の復興計画の関係上、今年度内に事業計画書の提出ができない場合は、設置者名欄及び学校名欄を記入するとともに備考欄に「地域復興計画が未策
定等のため、復旧計画未定」と記入すること(その他の欄は記入不要)。

・警戒区域内にある学校及び旧緊急時避難準備区域内にあった休校予定の学校は、設置者欄及び学校名欄を記入するとともに、「警戒区域内立地校」又は「緊急時避難準備区域」と記入す
ること(その他の欄は記入不要)。

・2回目以降の提出については、備考欄に「2回目」若しくは「3回目」と記載すること。
・私立学校建物其他災害復 旧費補助金(応 急仮設校舎等整備事業)交 付要綱の別記3又 は別記4に 係る事業については、備考欄 に「別記3」又は「別記4」と記入すること。
・区分毎の工事額が未定の場合 は合計額のみ記載すること。

・工事金額が全くの未定の場合は、備考欄にその理由を記載すること。




